
特集

企業の教育支援は今─企業の社会的責任（CSR）については、近年、その重要性がさかんに論じられ
ています。実際に、多くの企業が、社会に対してどのような貢献ができるのか、世の中にどのように役に立

つことができるかを考え、様々な事業に取り組んでいます。特に教育支援の分野では、次世代の若者を育て

るという観点から、多くの企業において力を入れて取り組んでいるところです。

そこで、企業の教育支援は実際にどのように進められているのか、また今後どのように学校教育と連携を

図るべきなのか、ということについて事例をもとに紹介していきます。

日本フィランソロピー協会のホームページ
http://www.philanthropy.or.jp/

高橋陽子理事長に企業の社会貢献における教育支援についてのお話を伺いました。

� 近年、企業の社会貢献の中でも特に教育支援が重要視

されている背景には、どんなものがあるのでしょうか。

� 現在、子どもたちを取り巻く様々な問題は、大変に深

刻な状況です。企業の技術やノウハウを生かして教育支援を

することは、学校教育をより生き生きとするために資するも

のだと思います。また、それを通じて、企業の社員が自分の

仕事への愛情と誇りを再確認することにもつながり、その姿

を子どもたちに示すことで好循環も生まれるのではないで

しょうか。子どもの発想は、大人には気付かないこともあり、

多様な価値があります。また、企業の特色を生かしたプログ

ラムが立てやすいという面もあります。

� 教育支援におけるこれまでの成果と課題には、どんな

ものがありますか。

� 成果というのは、今の段階では見えにくいですね。と

いうのは、取組を評価するシステムが確立していないからで

す。見えてくるとすれば、子どもたちの笑顔や、先生、保護

者の声からでしょうか。

課題としては、まだ、各企業がバラバラに取り組んでいる

ということです。関係者がネットワークを組んで継続して取

り組んでいくことで、取組がお祭りで終わらずに、日常に反

映されるのではないでしょうか。そのためには、やはり企業

間をコーディネートする必要がありますね。

　また、学校側も、もっと学校を開いてくれればと思います。

学校の中だけでは解決しないことも、外部の資源を有効に活

用することで、解決できることがあるはずです。

�コーディネートしていく上での課題

や難しさは何ですか。

� 企業の社会貢献というと、どうして

も企業にとってやりやすいものに流れて

いきます。でも、本当は今やらなければ

ならない深刻な問題があるのではないでしょうか。あるいは、

もっと参加者のニーズにあった活動をするべきなのではな

いかと思います。そのようなことも提案したり情報交換した

りしていきたいと考えています。特に、「生きる」「命」の学

習や、ニート問題など、なかなか手を出しにくいものに挑戦

していく姿勢は大切だと思います。

�日本フィランソロピー協会の今後の取組について教え

てください。

� もっと学校側が、外部の資源を活用することに積極的

になって欲しいと思います。コーディネーターの必要性も含

め、そのための働きかけをこれからも続けていきたいと考え

ています。また、寄付の文化を広めていくことも大切です。

生活の中にお金の流れを学ぶ機会があればと思います。お金

は他の人のために使うことも重要なのです。子どものときか

ら、社会を担う主体としての自覚と責任をもつためにも、暮

らしや仕事をトータルに考える教育が必要です。企業などの

外部の教育資源を活用することは、今後、ますます重要にな

ると思います。

「企業と学校教育の連携を探る」

フィランソロピー
ギリシャ語のフィラン（愛）
とアンソロポス（人類）を
語源とする合成語。直訳
すると人類愛、慈善の意。
日本では「社会貢献」の意
味で使われている。

● 企業の社会貢献を支援する団体の紹介 ●● 企業の社会貢献を支援する団体の紹介 ●

ここでは、企業や個人の社会貢献推進のために、様々な活動を展開している団体を御紹介します。

社団法人日本フィランソロピー協会

（社）日本フィランソロピー協会（以下、

日本フィランソロピー協会）は、1960

年にジャーナリスト・学者・評論家を中

心に自由で民主的な社会づくりのため

の研究会として発足しました。現在で

は「まちかどのフィランソロピスト賞」「企

業フィランソロピー大賞」の顕彰、定例セミナーなどの研修の実

施、月刊「フィランソロピー」の発行、またCSRや社会貢献コン

サルティング等を通じて、各企業や個人の社会貢献の在り方や広

げ方などを様々な事例を交えながら研究・情報交換を行い、CSR

や社会貢献におけるコーディネーター的な役割を担っています。

�企業のCSR・社会貢献活動の推進を支援します。

　企業からの要望による社会貢献におけるプログラム開発
　NPOへの支援や、企業への紹介

�社員と個人の社会参加活動のきっかけづくりを
支援します。

�行政・企業・NPOの橋渡しと連携をすすめます。

　企業とNPOとの協働についての支援、情報提供

今回の総会で発表された、今年度の重点的取組についての事例を紹介します

詳しい内容を知りたい方は、「地域教育推進ネットワーク東京都協議会ホームページ」を御覧ください。
http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/schooling.html

企業・NPO等と連携して子どもたちの教育活動をより豊かなものにするための

「地域教育推進「地域教育推進ネットワーク東京都協議会 総会」 が開催されました

都立高校生向け情報誌『体験活動のススメ』づくりについて
　 　　NPOカタリバの取組紹介

�

5月29日、平成18年度「地域教育推進ネットワーク　東京都協議会」定期総会が開催され、

比留間英人会長（教育庁次長）遠藤勝裕副会長（経済同友会「学校と企業・経営者の交流活動推

進委員会」委員長）をはじめ、多くの企業、NPO関係者、学校教育コーディネーターなど、約

50名の方が参加しました。平成17年度の活動報告では、明治乳業（株）（以下、明治乳業）から、

この協議会と連携することにより、区内小学校で実施することができた「食育」の授業につい

てのレポートをはじめとする、数多くの成果が発表されました。

また平成18年度については、企業、NPO、大学等の連携による新しい取組や学校関係者との

連携など、今年度の活動方針が説明されるとともに、重点的取組として、都立高校で次年度か

ら始まる「奉仕」必修化に向けての取組、及び家庭教育支援についての取組が紹介されました。

「NPOカタリバ」は、高校生が将来に向けての主体性をもつきっかけを作ることを目指し

活動を続けている大学生を主体とする団体です。高校生が自分よりも少しだけ先輩である、

学生や若手社会人と出会い話し合う中で、自分

の進路について主体的に考え、新たな一歩を踏

み出すことを応援する「カタリ場」というプログ

ラムを展開しています。

カタリバでは、今年度、協議会と連携しながら、

現在あるボランティア向けの2つのフリーペー

パーをもとにして、高校生が「奉仕体験活動」に

向かう前の動機付けとして、活用できるような

情報誌を作成し、高校生の主体性を喚起してい

きます。
「NPOカタリバ」のホームページアドレス
http://www.katariba.net/

地域子育ち支援ネットワークづくりについて　　 八王子市子ども家庭支援センターの取組紹介�

「八王子市子ども家庭支援センター」は、「安心して子育てできるまち」を目指し、すべての

子どもと子育て家庭支援のため、総合相談など、子どもの虐待防止や予防に取り組んでいます。

そのため、八王子市域を5ブロックに分け、地域の核として地域子ども家庭支援センター（5

ヶ所）を設置し、より地域に密着した有効な支援・サービスを行っています。

協議会で発表する、戸田輝子さん（左）と、
加藤陽子さん

八王子市子ども家庭支援センター 戸田さんの話

カタリバ代表 中澤さんの話

カタリバという団体は、

常にボランティアキャス

トが、高校を卒業した新鮮

な人たちであることが売

りであると思っています。

そこで、その若い人たちの

感覚を生かし、高校生が手

にとって、家にもって帰っ

て、大切にしたくなるよう

な情報誌をつくっていけ

たらと思っています。

「命の大切さを感じ取る授業」

支援センターの業務を通し、小・中・高校生が乳幼

児と触れ合いを持つことで、大人になり、親になった

ときに、多少の不安はあっても子どもを大切に感じ、

育てていくことができるよう、命の大切さや子育てに

ついて考えるための機会を提供したいと計画してい

たところ、子育てサークルから、赤ちゃんとの交流を

通して高校生に「命の大切さ」を感じ取ってほしいと

いう要望があり、片倉高校との連携による「赤ちゃん

抱っこ授業」が実現しました。授業では、赤ちゃんと高

校生がペアになり、1時間ほど赤ちゃんを抱っこしな

がら、ゲームや意見交換をし、交流を深めていきました。

この体験を通して、赤ち

ゃんのお母さんたちから信

頼され、その上で、命の大

切さを実感した高校生の乳

幼児へのまなざしや対応が、

積極的かつ思いやりのある対応へと変わっていきました。

子ども家庭支援センターは、多世代交流の観点からも、こ

の取り組みの必要性を感じ、今後、地域ネットワークを利用

し、定着させ、より多くの高校生が体験することで、妊娠・

出産・育児の楽しさと大変さを理解し、人を人として大切に

感じることができるよう、命の大切さや子育ちについて考

えるための機会を継続的に提供していきたいと考えています。

協議会で発表する「NPOカタリバ」代表の
中澤久美さん
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